
交通事故が増えています！
令和６年１０月９日現在の本市の交通事故

人身事故発生件数 ２４件（前年同比＋１７件）

傷者数 ２８人（前年同比＋２１人）

死者 １人（前年同比＋ １人）

交通事故の概要としては、市街地交差点における、車対車の交通事故が多くなっています。

交差点進入時には、しっかりと確認できるよう減速し、特に右左折時は歩行者・自転車等

の見落としがないよう走行しましょう。

夕暮れが早まり、歩行者等の発見が遅れがちになります。歩行者等は、明るい服装や夜光

反射材（ライトを持つとより効果的）を着用し、自転車乗車時は、必ずライトを点灯し、い

ち早く相手に自分の存在を知らせましょう。
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身に付けていますか？ 夜光反射材 ～その効果～

車両のライトはロービームと仮定します。

ドライバーが歩行者を発見するまでの距離は、

○黒っぽい服装なら約２６ｍまで近づかなくては気づくことができない

○明るい服装なら約３８ｍまで近づかなくては気づくことができない

と言われています。

夜光反射材を身に付けている場合は、約５７ｍ離れていても「何かある」と気づくことがで

きるそうです。

手首や靴・かばんなど動きが大きいものにつけることにより、ドライバーからは光るもの

が動いて見えるので効果的です。

交通ルールの遵守と自分を見せることで、交通事故防止に繋げましょう。

※光り方は、夜光反射材の大きさや素材により違いがあります。
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